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京大人文研
圏

共同研究班が読み解く

・

第一

次大
戦

開戦か
ら
二
年
八
カ
月

を
経
過
し
た一
九一
七
年
四
月 、
ア
メ

リ
カ
合

衆国
が
連

合国
側

に立
ヲ

て
参

戦
し
た 。
こ
の
こ
と
は
二
O
O

万人
の

大
援
軍
を
英
仏
の
西
部

戦線
に
供
給
し

た
だ
け
で
な
く 、
こ
の

戦争
の
世

界史

的な
意
義
を
変
容
さ
せ
る
大
き
な
イ
ン

パ
ク
ト
を
持
っ

た 。

第→
に
ア

メリ
カ
の

参戦
は 、
戦
争

の
影
響
す
る
地

理的な
範
閣
を

拡大
し

た 。
「
ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

戦争」
に

中立

��＼ 

メ
リ－
カ

を
保
っ

て
き
た
ア
メ
リ
カ
だ
が 、
実
は

こ
の
間 、
二
つ
の
地
域
で
深
刻
怠

国際

紛争
に
関
わ
っ

て
い
た 。
砂
と
つ
は
中

米
・
カ
リ
ブ
海
で
あ
っ

た 。
米
西

戦争

（一
八
九
八
年）
以
来 、
こ
の
地
域
に

介
入
を
強
め
て
い
た
ア
メ
リ
カ
は 、
現

地
の
人
々
に
民
主
政
を
授
げ
る
の
だ
と

称
し
て 、
ニ
カ
ラ
グ
ア
や
ハ
イ
チ、
ド

ミ
ニ
カ
に
海
兵
隊
を
送
り 、

二ハ
年
に

は
メ
キ
シ
コ
の
反
米
勢
力
と
大

規模な

中
野

耕
太
郎

ア
メ
リ
カ
現代
史

.... ’ 

地
上
戦
を
繰

り広げ
た 。

も
う
ひ
と
つ
の
係
争
地
域
は
東
ア
ジ

ア
（
中
国）
だ
っ

た 。
時
の
ウ
ィ

ル
ソ

ン
政

権は 、
中
華

民国
の
自
立
と
民
主

化
を

華杢刀針
と
し
た
が 、
こ
の

領主

保全プ
ラ
ン
は

日本
の
「

特殊
権
芯世

論と
い
ず
れ
衝
突
せ
ざ
る

を得な
か
っ

た 。
事
実 、
一
九一
五
年
の

対華一一
二

カ
条
要
求
問
題
に
あ
っ

て
は 、
ア
メ
リ

カ
は
こ
れ
に
強
〈
反
発
し 、
中
国
を
め

ぐ
る
日
米
の
外

交上
の

撃
は

織雪

き
わ
め
た 。
西

半球か
ら
ア
ジ
ア
・
太

平
洋
地
域
に
ま
た
が
る
覇
権
を
築
こ
う

と
す
る
ア
メ
リ
カ
の

参戦
は 、
こ
の
大

英
国
王
の
ジ
ヨ

fジ
5
世
に
エ
ス
コ
ー
ト
さ
れ 、
バ
ッ

キ
ン
ガ
ム
宮
殿
で
の
戦
勝

祝
賀
会
に
向
か
う
ウ
ィ
ル
ソ
ン
大
統
領（
シ

ルク
ハ
ッ
ト
を
手
に
し
た
中
央
の
男

性）
H
出
向円O
E

何4ω
ロ凹「
吋
yo

〉
EO
立の白
ロ

のα
ロ
ゴ同門
司」

11 

な
か
の
・こ
う
た
ろ
う
1
9
6
7
年

京
都
市
生
ま
れ 。
大

阪大
大
学
院
文
学
研

究科准教授 。
著
書
に「
初
世
紀
ア

メリカ

国民秩序
の
形
成」 、「
戦争
の
る
つ
ぼ」
な

ど 。

国
の
営

みと

各地

の紛争
を
欧
州
の
大

戦に
接
合
し 、

戦争
を
字
義
通

りグ
ロ

ー
バ
ル
な
も
の
に
し
た 。

第
二
に
ア
メ
リ
カ
の
参
戦
は 、
大
戦

に
あ
る
種 、
規

範的
な

性格を
植
え
つ

貯
た 。
ウ
ィ

ル
ソ
ン
大
統
領
は

欧州列

強
の
同
盟
網

や力
の
均
衡
に

基づ
く
旧

来の

平和
論
を
批
判
し 、

多国
間
の
協

調
を
軸
と
す
る「

民主
的
な

国際秩序己

を
つ
く
ろ
う
と
し
た 。

国際連
盟
の
創

設
や
民
族

自決主
義
の

唱導は 、
そ
う

し
た

戦争

目的
の

具体的
表
現
で
あ
っ

た 。
言
う
な
れ
ば 、
こ
こ
に
語
ら
れ
た

「
理
想」
は 、

欧州列
強

同士
の

勢力

争
い
の
次
元
を
超
え
て
グ
ロ
ー

バ
ル
に

展
開
す
る

戦争
に 、
よ
り
普
遍
的
な
理

解
の
枠
組
み
を

与え
る
も
の
だ
っ

た 。

た
だ
し 、
理
想
を
旗
印
に

し
た
戦
争
は 、

も
と
よ
り
敵
国
の
悪
を

察

す

る
ま
で

終
わ
れ
な
い
と
い
う
怖
さ
も
あ
る。
ア

メ
リ
カ

参戦後
の
世

界は 、

容赦な
き

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

戦争
の
時
代
に
突

入し

て
い
っ
た
の
で
あ
る 。

こ
の
よ
う
に 、
む
き
出
し
の
地

政学

的
な

権力

政治
と
人
類
普
遍
の
理

想が

混
在
す
る
戦
争
の

様態
は 、
今
日
に
至

理
想
旗
印
に
参
戦 、

第一次大戦勃発
日本、中国に21カ条の要求
米海兵隊ハイチ占領
パンチ

ョ

・ ヴィジャ（メキシ
コ）討伐戦開始
米海兵隊ドミニカ共和国上陸
ア

メ

リカ参戦
選話撤兵法成立
ウィルソン「平和に関

す

る14

カ条J発表
第ー次大戦終結
九カ国条約締結
上海で五・三O事件〈中国ナ
シ

ョ

ナリズム高

ま

る〉

1914 

1915 「民主的な国際秩序」に宿る矛盾
1916 

1922 

1925 

1917 

1918 

る
ま
で
ア

メ

リ
カ
が

関わ
っ

た
多
く
の

国際紛争に

見ら
れ
る
も
の
官 、
む
し

ろ 、
「
民
主
的

な国際秩
序」
に
宿
る

こ
の
矛
盾
こ
そ
が

現代史
の

動力

源だ

っ
た
か
も
レ
れ
な
い 。
す
な
わ
ち 、
第

一

次大

戦僚も
ア
メ
リ

カは
ハ
イ
チ
や

ニ
カ
ラ
グ
ア
を
軍
政
ヤ
に
置
き
つ
ザ

け 、
あ
る
い
は 、

親米4
の
独
裁
政
権
を

支援
し
た 。
そ
の
結
果 、
こ
の
地
域
が

反米
ナ
シ
ヨ

ナ

リズ
ム
の

盤艇な

培地

と
な
ヲ

た
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ

る。

ま、た 、
東
ア
ジ
ア

では 、

多国
間

合
意

（九
カ
国

条約U
に

基づ
く
ワ
シ

ン
ト
ン

体制
が

発
足
し
た
が 、
こ
の
新

・
秩
序
は一
九
二
0

年代中葉に 、
民
族

自
決

曾
権
回
復）
を
求
め
る

中国ナ

シ

ョ

ナ
リ
ズ
ム
が
台
頭
す
る
や 、
勝
く

も

自壊
の
道
を
た
ど
っ
て
い
く 。

満州

事
変
に
い
た
る
と
の
過
程
の
先
に
次
の

世

界大戦が
胎
動
し
て

いた
こ
と
は
今

さ
ら
言
う

ま

で
も
な
い 。
第一

次大
戦

が
ア
メ
リ
カ
流
の
理

想主
義
を

内包
し

た
こ
と
は、
必
ず

しも 、
そ
の
後
の
世

界
に
平
和
を
も
た
ら
し
た
わ
け
で
は
な

か
っ

た。

日
次
回
は
9
月
間
日
掲
載
予
定
で
す 。

拡1
大
招
く

修正13条と同様の身体的自由権の規定は日
本国憲法第18条にもある。今のところ日本で
徴兵制を否定する論拠のひとつとなっている
が、かヲてアメリカでは、市民の「奉仕jは
菅役ではないというロジックで、約加万人が
徴兵された事実は記憶してよい。

を禁じた憲法修正第13条の言う「意に反した
苦役jにあたるとする訴えも起こされた。

他方、対句政府によれば、穆良民は強制ではな
く、自発的な奉仕や義務の感覚を組織するの
だという。最高裁も市民が軍務に従う相互的
義務は憲法の認めるところだと判決したb

． ． － ．  

徴兵制の是非

戦時下のアメリカは他の交戦国と同様、総
力戦体制を敷いた。だがそれは戦争の大義に
反する非民主的な動員にも見えた。特に1917

年5月の選抜徴兵法には批判があり、奴隷制

…
匙
苓


